
第 3章　基本計画
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基本計画は、第２章「基本構想」に定めた７つの「まちづくりの目標  ～主要施策
～」について、基本方針と成果指標、個別の施策を体系的に示したものです。 

計画の構成

町の将来像や将来人口の実現を図るため、基本構想に掲げた７つの「まちづくりの
目標  ～主要施策～」に基づく施策項目ごとの取り組みを総合的に推進します。 
併せて、今後人口減少社会を迎える中で、地方創生の考え方を取り入れ、基本計画
５年間のまちづくりにおいて、重点的に取り組む「２つの重点戦略」を位置づけます。

７つのまちづくりの目標と２つの重点戦略

2019年度（平成 31年度）から2023年度まで５年間です。

計画の期間

人口増を目指す戦略 定住化を進める戦略
２つの重点戦略

１

2

3

45

6

7

未来を担う子どもたちが健やかに育つまちづくり

健康で生きがいを
もって暮らせるまちづくり

町民主体の地域
コミュニティ豊かなまちづくり

活気あふれる
にぎわいのまちづくり

利便性の高い
快適空間のまちづくり

安全・安心な
暮らしのできるまちづくり

効率的で質の高い
町政運営を進めるまちづくり

まちづくりの
目標

年度

基本構想

基本計画

１０ヵ年

前期基本計画 後期基本計画

2014
（平成26）

2015
（平成27）

2016
（平成2８）

2017
（平成29）

2018
（平成30）

2019
（平成31）

2020 2021 2022 2023

計画の構成と期間

また、人口減少時代を迎えるなかで、地方創生の考え方を取り入れ、
特に重点的に２つの戦略を進めます。
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≪にぎわい・活気≫ 
※（都）東埼玉道路と（都）浦和野田線が結節する※松伏インターチェンジ周辺は、

※職住近接をめざした新たな人口増加の受け皿として、雇用の場を創出する産業集積
を進め、企業誘致を図ります。

≪健康・生きがい・自立≫ 
子どもから高齢者まで、すべての町民が健康な暮らしを送ることができる取り組み
を推進します。 
また、安心して子どもを産み、育てることができるよう、多様な保育サービスの提
供や、出産・育児における精神的・経済的負担の軽減に努めるとともに、高齢者や障
がいのある方が、住みなれた地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。

◉新市街地の土地利用
◉雇用機会の拡充

◉企業誘致の推進

◉健康づくりの推進
◉高齢者福祉の充実

◉子育て支援の充実
◉障がい福祉の充実

≪安全・安心≫ 
大規模な災害に備え、地域防災力の向上、※要配慮者の支援など、防災体制の強化

を図ります。 
また、交通安全対策や防犯体制の強化を図り、すべての町民の日常生活での安全・
安心の確保に努めます。

◉災害対策の強化
◉防犯体制の充実

◉交通安全の向上

≪コミュニティ≫ 
東日本大震災に続き、2015年（平成27年）の関東・東北豪雨や2016年（平成28
年）の熊本地震、2018年（平成30年）７月の西日本での豪雨などの災害は、「地域
社会の絆」の重要性を再認識させ、これまで以上に地域のつながりの必要性が求めら
れています。 
こうしたことから、地域でのコミュニティの活性化を図ります。

◉地域コミュニティの活性化

人口増を目指す戦略

定住化を進める戦略
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基本計画の見方

町の現況と課題

基 本 方 針

基 本 計 画

施策の成果指標

用語解説（50音順）

文中で「※」がついている用語について、項目ごとに用語解説を掲載しています。
なお、「第４章  資料」にも、用語集として一括して掲載しています。

基本構想に示している将来的な町のビジョンを具現化するための施策を列記しています。
個別の事業を計画するうえでの指針となるものです。

めざすべき町のあり方について、成果指標を設定し、具体的数値目標の達成をめざします。

計画の基本的な方針は、今後の課題に対して、どのような方針で対応していくかを示して
います。 
これは、行政としてどのような施策を展開するかに直結しています。

大項目ごとに、関連する社会情勢や国・県の動向などを記載しています。 
また、これらの現状を踏まえ、社会一般的にどうあるべきかを示しています。
これは、行政だけでなく町民も含めた地域での目線での課題でもあります。

職住近接
職場と家庭生活を営む住居とが近接していること。

（都）、都市計画道路
都市計画法の規定により、円滑な都市活動を確保し良好な都市環境を保持するために「都市
計画決定された道路」のこと。ただし都市計画決定は、実際の事業着手を意味するものでは
ない。この冊子では、都市計画道路の路線名に「（都）」を付記している。町内を通る都市計
画道路は次の６路線。
１（都）東埼玉道路 ････八潮市の東京外郭環状道路と、春日部市の国道号をつなぐ自動車専

用道路。町内を南北に縦断する。
２（都）浦和野田線 ････さいたま市の（都）新浦和越谷線から、さいたま市、越谷市を通り、

町内を東西に横断し、野田橋へ接続する路線。
３（都）松伏越谷線 ････一部が県道春日部松伏線と重なり、ゆめみ野地区、ふれあい橋を通

り、（都）越谷駅前線に接続する路線。
４（都）八反河原町線 ･･一部が県道越谷野田線と重なり、田中地区を通り、（都）浦和野田線

へ接続する路線。
５（都）河原町深町線 ･･（都）浦和野田線と（都）八反河原町線の交差部から、ゆめみ野地区

を通り、（都）浦和野田線へ接続する路線。
６（都）外前野線 ･･････（都）河原町深町線から（都）浦和野田線へ接続する路線。

松伏インターチェンジ
本町を南北に縦断する予定の(都)東埼玉道路と東西に横断する予定の(都)浦和野田線の結節
点をこのように通称している。

要配慮者
高齢者、障がい者、乳幼児等の防災施策において特に配慮を要する方。

用語解説（50音順）
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